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すばらし い環境の中でのびのびと ……・・

豊殿保育園は、上田市の東端の高台にあり、はるかに北アルプスの山なみを望み、市街地を一望で き

る環境のょいところにあります。

昭和40年に園児数 100名で開園、現在 111名の園児がひろびろとした園庭で、サッカーに雪合戦に

とかけまわり体力づくりをしています。また、近くに大白木のお宮や矢沢城跡などカ、ある純農村地帯

を散策し、すは‘らしい四季のうつりかわりを楽しんでいます。

正月を家庭ですごした園児たちは、「こままわし Jfカルタ遊ひ‘」に興味を示しはじめた今日このご ろ

です。 (豊殿保育園長)

主 な 内容

小売業の健全な発展図る条例を制定 1
/.........................・・ 2ページ

12月定例市議会終わる j 

消費者の利益保護も配慮、大・中型后調室長の条例を制定… 3ページ

新生児の「先天性代謝異常検査」を受けよう…ー・………… 4ページ

み ん な参加しよう、成人を祝うつどい勤労青少年ホーム… 5ページ

従業員の福祉精進のため未加入事業主はすぐ加入しよう・・・ 6ページ

(雇用保険)

市長相談日
「市民と市長の日 」を2月 l日(柑午前9

時か ら午後4s寺まで、市役所 3階市長室
で行います。お訂軽におでかけくださ L、。

農地問題相談日
農地の取得、転用など民地問題で悩

んでいる皆さんのために、日月 1日(村

午前 8時30分から午後 5時30分ま で、
市役所 2階民業委長 会下務局て「農地
問題相談」を h~ 、 ます 。 お公軽にお て
かけ くださ いの



小
売
業
の
健
全
な
発
展
図
る

条
例
を
制
定

一
ロ
月
一
種
…
間
市
議
一一会…終一
J

わる…

石
井
市
長
再
選
後
、
初
の
議
会
で
あ
る
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
七
日
か
ら
+
二
月
二
十
日
ま
で
の
十
四

日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
市
長
が
目
目
頭
に
「
現
今
の
地
方
自
治
を
取
り
ま
く
諸
情
勢
は
極
め
て
厳
し
く
、
一
時
の
油

断
も
許
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
住
民
の
声
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
政
に
反

映
さ
せ
て
行
く
ニ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

ニ
の
考
え
方
を
も
と
に
、
決
定
さ
れ
た
事
業
の
遂
行
を
図
る
と
と
も
に

新
た
に
諸
政
策
を
講
じ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
ま
す
U

と
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
消

費
者
の
保
護
を
図
り
な
が
ら
、
小
売
業
の
正
常
な
発
展
を
図
る
、
上
田
市
大
型
庖
等
の
小
売
商
業
活
動
の
調
整
に
関

す
る
条
例
の
制
定
、
点
訳
奉
仕
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
基
金
の
増
額
を
行
う
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正
、
手
数
料
の
改
訂
を
行
う
上
田
市
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話
施
設
条
例
の
一
部
改
正
。
現
今
の
厳
し
い

経
済
情
勢
の
中
で
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
の
一
般
会
計
特
別
会
計
補
正
予
算
。
国
鉄
貨
物
駅
集
約
化
反
対
に
関
す

る
意
見
書
な
ど
三
十
二
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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予

算

補
正
予
算

一
般
会
計

六
億
八
千
百
四
十
七
万
四
千
円

特
別
会
計

六
千
百
二
十
四
万
四
千
円

予
算
総
額

一
般
会
計

百
十
四
億
五
千
四
百
六
十
六
万
円

特
別
会
計

四
十
二
億
五
百
五
十
三
万
二
千
円

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

-
般
会
計

〈
紛
脚
務
相
・
R
〉

759号、

教
の
減
少
、
物
価
め
上
昇
な
ど
に
よ
り

経
営
の
バ
ラ
ン
ス
が
む
ず
か
し
い
状
況

に
な
っ
た
た
め
、
塩
団
地
区
有
線
放
送

山
浦
国
嗣
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
株
券
の
売
却
を
予
定
し
て
の
財
政

調
整
基
金
積
立
金
二
億
円
)
な
ど
に

二
億
七
千
八
百
四
十
万
九
千
円
。

〈
民
生
費
〉

点
訳
奉
仕
活
動
の
充
実
に
と
石
井
光

一
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
た
め

の
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
の
増
額

老
人
医
療
費
特
別
給
付
金
な
ど
に
二
千

二
百
万
円
。

〈
衛
生
費
〉

予
防
接
種
事
故
一再
弔
慰
金
、
同
和
対

策
事
業
の
簡
易
浄
化
そ
う
設
置
補
助
金

じ
ん
か
い
危
険
物
収
集
委
託
料
、
医
師

会
附
属
看
護
学
院
運
営
費
補
助
金
、
東

築
地
団
地
し
尿
浄
化
そ
う
改
修
補
助
金

な
ど
に
一
千
二
百
六
十
三
万
九
千
円
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

地
域
ぐ
る
み
農
業
推
進
委
員
会
委
託

お
り
、
市
の
経
済
活
動
、
一
般
市
民
生

活
に
お
よ
ほ
す
影
響
は
大
き
く
、

特

に

料
、
県
営
泉
田
農
免
道
路
整
備
事
業
費

負
担
金
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

費
な
ど
に
二
千
五
百
六
十
二
万
五
千
円

〈
商
工
費
〉

上
回
却
商
業
協
同
組
合
事
業
補
助
金

県
信
用
保
証
協
会
預
託
金
、
同
和
対
策

融
資
預
託
金
な
ど
に
二
千
四
百
八
十
二

万
三
千
円
。

〈
土
木
賃
〉

道
路
新
設
改
良
工
事
費
、
河
川
用
悪

水
路
改
修
工
事
費
、
秋
和
上
堀
線
改
良

事
業
費
、
自
然
運
動
公
園
配
水
池
新
設

負
担
金
、
上
回
却
商
業
協
同
組
合
敷
地

造
成
補
助
金
な
ど
に
一
億
四
千
百
四
十

三
万
二
千
円
。

〈
教
育
費
〉

西
部
公
民
館
用
地
購
入
費
、
市
民
体

育
館
消
防
用
設
備
工
事
費
、
庭
球
コ
ー

ト
施
設
改
修
工
事
費
、
諏
訪
形
市
民
公

園
新
設
工
事
費
、
各
小
学
校
施
設
整
備

お
よ
び
補
修
工
事
費
な
ど
に
二
億
四
千

士

--

~.. fll 

進む集落道路の改修工事(農村総合モデル
上青木で)

は
早
急
に
計
画
を
変
更
さ
れ
、
西
上
回

駅
の
貨
物
集
約
化
は
行
わ
な
い
よ
う
強

七
百
六
十
七
万
五
千
円
。

条

例

マ
上
田
市
大
型
庖
等
の
小
売
商
業
活

動
の
謂
整
に
関
す
る
条
例
の
制
定
。

三
ペ
ー
ジ
の
「
大
・
中
型
庖
調
繁
に

条
例
を
制
定
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

マ
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
。

小
売
業
者
相
互
の
小
売
商
業
活
動
の

調
整
に
つ
い
て
、
調
査
審
議
す
る
た
め

の
小
売
商
業
活
動
調
整
審
議
会
を
設
置

す
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

西部公民館建設用地(西小学校北側)

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正
。

盲
人
福
祉
の
向
上
に
深
い
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
る
石
井
光
一
き
ん

(
大

手
一

)
か
ら
、
点
訳
奉
仕
活
動
の
充
実

に
と
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
基

金
の
増
額
を
図
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

会正
所 塩 マ
を 回開
設 地和
置 区 対
す 保繁
る野集
た地会
め 籍所
改 に 条
正 同例
し 和の
ま 地ー

と区 部
~ 悠改

マ
上
田
市
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話

施
設
条
例
の
一
部
改
正

企
業
努
力
を
か
さ
ね
、
係
力
手
数
料

金
の
改
訂
を
ひ
か
え
て
き
ま
し
た
が
、

公
社
電
話
の
普
及
な
ど
に
よ
る
接
続
作

会
計
で

-
億
八
千
百
四
十
三
万
五
乎
余

円
、
特
別
会
計
で
は
-
億
四
千
三
百
九
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訟
の
純
少
、
物
価
の
上
昇
な
ど
に
よ
り

経
営
の
パ
ラ
/
ス
が
む
ず
か
し
い
状
況

に
な

っ
た
た
め
、
塩
困
地
区
有
線
放
送

電
話
運
営
委
員
会
の
答
申
も
受
け
て
手

数
料
金
の
改
訂
を
行
う
た
め
改
正
し
ま

し
た
。一消費者の

利益保護も配慮=

えつーベ3)一一一一昭和53年 1月16日 広 報

大・中型底調整の

条例を制定

市
は
「
上
田
市
大
型
庖
等
の
小
売
商

業
活
動
の
調
整
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
、
一
月
一
日
か
ら
地
行
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
大
型
庖
の
出
庖
、
中

型
庖
の
新
増
設
に
よ
っ
て
、
既
存
小
売

業
者
に
相
当
の
影
響
が
出
る
と
恩
わ
れ

る
場
合
に
、
消
費
者
の
利
益
保
護
を
配

慮
し
つ
つ
、
小
売
業
の
正
常
な
発
展
を

確
保
す
る
た
め
、
小
売
庖
舗
の
適
正
な

思
見
書

日
本
国
有
鉄
道
の
貨
物
事
業
合
理
化

計
画
の
対
象
と
な
っ
た
信
越
線
西
上
田

駅
は
、
上
田
市
の
重
要
な
位
置
に
あ
り

貨
物
取
り
扱
い
量
は
、
年
々
増
加
し
て

配
置
と
事
業
活
動
の
調
整
を
行
い
、
調

和
の
と
れ
た
都
市
づ
く
り
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
庖
舗
は
、
庖
舗
面
積
一

千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型
庖

三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
一
千
五
百

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
中
型
庖
で
、
新

築
の
場
合
は
「
建
築
確
認
申
請
日
」
の

四
か
月
前
、
庖
舗
を
拡
大
し
て
中
型
庖

に
す
る
場
合
は
、
二
か
月
前
ま
で
に
市

長
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

市
長
は
、
こ
の
届
け
出
を
受
け
た
時

に
、
関
係
団
体
の
意
見
を
聞
き
、
審
議

会
に
諮
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
勧
告

し
ま
す
。

①
開
庖
自
の
繰
り
下
げ
、
ま
た
は
庖

舗
面
積
を
減
少
す
る
こ
と
。

②
聞
広
時
刻
の
繰
り
上
げ
、
ま
た
は

休
業
日
数
を
増
加
す
る
こ
と
。

③
そ
の
他
営
業
お
よ
び
施
設
に
関
し

変
更
す
る
こ
と
。

こ
の
勧
告
内
容
は
、
審
議
会
で
決
定

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
庖
舗

設
置
者
、
商
工
会
議
所
、
ま
た
は
商
工

会
、
小
売
業
者

の
意
見
を
聞
く
と
と
も

お
り
、
+巾

の
経
済
活
動
、

一
般
市
民
生

活
に
お
よ
ほ
す
影
響
は
大
き
く
、
特
に

長
期
化
し
た
不
況
下
で
、

中
小
荷
主
の

経
済
負
担
は
じ
ん
大
と
判
断
さ
れ
ま
す
し

信
越
線
開
通
以
来
守
り
育
て
て
き
た
駅

で
の
貨
物
扱
い
の
廃
止
は
、
関
係
市
民

と
し
て
納
得
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
当
局

に
、
消
費
者
、
ま
た
は
消
費
者
団
体
の

意
見
も
反
映
さ
せ
、
消
費
者
の
利
益
保

護
も
配
慮
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
大
型
底
、
中
型
活
を

設
置
し
て
い
る
事
業
主
、
あ
る
い
は
大

型
宿
、
中
型
屈
で
小
売
業
を
営
ん
で
い

る
事
業
主
は
、
条
例
の
施
行
日
か
ら
二

か
月
以
内
に
、
市
長
へ
必
要
事
項
を
届

は
早
急
に
計
画
を
変
更
さ
れ
、
西
上
田

駅
の
貨
物
集
約
化
は
行
わ
な
い
よ
う
強

〈
要
望
し
た

「
国
鉄
貨
物
駅
集
約
化
反

対
に
関
す
る
意
見
書
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

引
年
度
は
健
全
財
政

昭
和
五
十
一
年
度
決
算
で
は
、

け
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
は
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
、
市
民

生
活
の
健
全
な
発
展
を
図

っ
て
行
き
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

商
工
課
商
工
係
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
三

O
三
有
線
②

O
七

四

二

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

行
政
相
談
所
を
開
設

お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
秘
密
を
守
り
無
料
で

す
。

園
、
県
、
市
に
よ
る
合
同
相
談
所
を

聞
き
ま
す
の
で
、
役
所
の
仕
事
な
ど
で

⑫

⑮

 

/

¥

 
/
へ

¥
冶
〉
〆
/

¥

/

 

⑪

@

 

と

き

M
H

一
月
二
十
三
日
開
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

と
こ
ろ
H
H

ユ
ニ
|
上
回
底
五
階
。

相
談
機
関

l
長
野
行
政
監
察
局
、
上
小

地
方
事
務
所
、
小
諸
社
会
保
険
事
務

所
、
上
回
建
設
事
務
所
、
上
田
市
、

長
野
行
政
相
談
委
員
協
議
会
。

相
談
内
容

1
園
、
県
、
市
な
ど
役
所
に

対
す
る
苦
情
な
ど
で
す
。

市交

会
計
で
二
億
八
千
百
四
十
三
万
五
千
余

円
、
特
別
会
計
で
は

一
億
四
千
三
百
九

十
九
万
五
千
余
円
の
黒
字
と
な
り
、
健

全
財
政
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た

公
園
内
務
会
出
札
一
一

パ〈
ι

西

ewe-一
芯
拘
束
側
ぬ
仰
向
…M

一一
J

上
回
公
圏
内
の
西
や
ぐ
ら
東
側
に
あ

っ
た
、
樹
齢
約
三
百
年
の
杉
が
古
死
寸

前
に
な
り
、
危
険
防
止
の
た
め
伐
採
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
丸
太
六
本
を
次
に

よ
り
公
売
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
二
月
一
日
附
午
前

十
時
ま
で
に
、
市
役
所
三
階
の
会
議
室

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

公
売
の
方
法

l
一
般
競
争
入
札
。

代
金
の
納
入
H
H
落
札
と
同
時
に
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
売
物
件
の
所
在

l
上
回
公
圏
内
西
や

ぐ
ら
北
側
。

公
売
物
件
の
引
き
渡
し

1
競
売
後
現
地

で
引
き
渡
し
ま
す
。

公
売
物
件
の
引
き
取
り

1
即
日
お
願
い

し
ま
す
が
、
理
由
が
あ
る
場
合
は
、

落
札
後
十
四
日
以
内
に
引
き
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

公
売
物
件

l
い
ず
れ
も
杉
の
老
木
で
す

直
径
回

m

長
さ

2

m

一
本

直
径

m
m
長
さ
川

m
(
穴
あ
き
)
一
本

直
径
回

m

E

X

さ
り

m

一
本

直
径

ω
m
長
き
口

m

一
本

直
径

ω
m
長
さ

M
m

一
本

直
径

ω
師

長

さ

M
m

一
本

JJ 
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お知らせ

参

今冬初の積雪のあった l月10日、

:子供達は大よろこび、学校で、 保育

:園で雪合戦に雪ダルマづくり にと と

;ぴまわ っていました。

新
生
児
の

「
先
天
性
代
謝
異
常
検
査
」
を

受
け
よ
う

連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

血
液
検
査
は
無
料
で
す
が
、
管
理
指

導
料
、
採
血
代
、
郵
送
料
な
ど
二
千
八

百
円
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
H
H
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

(
宮
@
四
一

O
O
内
線
二
九
O
有
線
②

O
七
二
ご

フ
ェ
ニ

|
ル
ケ
ト
ン
尿
症
な
ど
、
治

療
可
能
な
先
天
性
代
謝
異
常
症
を
新
生

報
児
期
に
早
く
み
つ
け
、
脳
の
障
害
が
お

広

こ

ら
な
い
う
ち
に
治
療
を
始
め
る
こ
と

-

を
目
的
と
し
た
「
先
天
性
代
謝
異
常
検

一

査
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

紛
こ
の
検
査
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
て

錫

五

1
七
日
目
に
足
の
裏
か
ら
わ
ず
か
な

溢
血
液
を
と
っ
て
検
査
を
行
い
、
異
常
を

昭
和
早
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一

こ

の
血
液
検
査
を
希
望
さ
れ
る
人
は

一
各
産
婦
人
科
か
市
役
所
一
階
保
健
予
防

一
謀
保
健
相
談
室
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

一

事
項
を
記
入
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
お
産

号
さ
れ
る
病
院
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

同

検

査

の

結

果

、
異
常
の
疑
い
が
あ
る

第
場
合
は
、
主
治
医
か
ら
二
週
間
以
内
に

戸
ご
返
絡
し
ま
す
。
異
常
の
な
い
場
合
は

えつ

会
費
・
お
申
込
み

l
無
料
で
す
が
、

同
ホ
ー
ム

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

現
在
、
手
続
き
を
さ
れ
た
人
で
国
債

が
届
か
な
い
人
は
も
う
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

〈
特
別
弔
慰
金
の
該
当
者
〉

ー
、
第
一
回
特
別
弔
慰
金
受
給
者
。

2
、
第
一
回
特
別
弔
慰
金
受
給
資
格
者

で
前
回
請
求
し
な
か
っ
た
人
。

3
、
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
五
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金
な
ど

の
受
給
者
が
資
格
を
失
っ
た
遺
族
。

4
、
日
華
事
変
時
(
昭
和
十
二
年
七
月

七
日
か
ら
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日

ま
で
)
に
、
戦
死
し
た
人
の
遺
族
で

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
、
遺
族
給

与
金
を
受
給
し
て
い
な
い
遺
族
。

〈
受
給
者
の
順
位
〉

戦
没
者
に
対
し
①
氏
を
改
め
な
い
妻

②
祖
父
母
③
兄
弟
姉
妹
。

〈
支
給
方
法〉

国
債
で
十
年
間
に
二
十
万
円
。

〈
手
続
き
、
必
要
書
類
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課
(
窓
口
十
番
)

塩
田
、
川
西
の
各
支
所
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
手
続
き
め
き
い
印
か
ん
、

戸
籍
関
係
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課
(
宮
@
四
一
O

O
内
線
三
七
八
有
線
②
O
八
O
一
)

努
。
認
手
辺
雰
無
線
技
法

山て。
同
又
験
準
備
講
座
開
案
。。川

上
回
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
に

よ
り
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
受
験
準

備
講
座
」
を
聞
き
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

。

と

き

1
二
月
十
八
日
出
、
二
十
五
日

出
、
三
月
四
日
出
、
十
一
日
出
の
午

後
一
時
か
ら
周
囲
時
ま
で
。

と
こ
ろ

1
上
回
専
修
職
業
訓
練
校
(
常

磐
城
一
!
三
|
二
O
E
@
二
ニ
五
三
)

内

容

1
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
受
験

準
備
講
習
。

申
込
方
法
・
受
講
料
H
H
必
ず
来
校
し
て

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
教
材
費
五
百

円
。

申
込
期
限

1
二
月
十
日
幽
ま
で
。
た
だ

業
|
|

半

l
半
l
帯
1
1
辛
1
↓

T
ー
*
ー
ー
辛
i
l楽
l
i
'来
1

l

↓
高
年
齢
者
の
み
な
さ
ん

ド
職
業
相
談
室
を

十

ご
利
用
く
だ
さ
い

↓
市
民
課
の
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

一
を
ご
存
じ
で
す
か
:
:

↑
心
身
の
健
康
を
図
り
、
明
る
く
楽

十
し
い
老
後
を
送
る
た
め
に
働
い
て
み

十
ま
せ
ん
か
。
同
相
談
室
に
は
二
人
の

骨
相
談
員
が
常
駐
し
、
職
業
安
定
所
と

↓
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
ご
相
談
に
応

↓
じ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用

一
く
だ
さ
い
。

一
開
設
以
来
の
利
用
者
は
、
三
百
七

↑
十
二
人
で
、
こ
の
う
ち
百
五
十
二
名

ト
の
人
が
就
職
、
元
気
に
働
か
れ
て
い

十
ま
す
。

JT

お
問
合
せ

1
高
年
齢
者
職
業
相
談

」
宗
主
(
密
@
四
一

O
O
内
線
二
七
七
)

し
定
員
(
二
十
名
)
に
な
リ
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

総
長
一
歳
…
党
側
一
二
一
間
総
…
総

ehAeio--tmem--::日

.3eee・
日

i

Je
l
J
e
 

一
一
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い
づ
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児検診日程表

会場 健上康 田 市 康塩田母子健
センター センター

対象地区 I盆回全区

対象児 50年 1月生
50年 1月

- 2月生

2 月 I 9日 1
16日| 24日

会場 上岡市健康セ ンター I星2階回支会所i主主 川~[商社会品~ I 
センター

11t児 4 か 月'~ 9か月児 4か月lt ;か月児 |
トー 9 

温民 東部 i孟1え 東部
It 川辺

南部 JII辺 南部
主 泉国 中央 泉田 中央

I量回全区 川内全区
地神 川 北部 神川 北部

区 神科 西部 神科 西部

トーー 里町 1;峻下 寝屋2 城下

自
52年:0月生 52年 5月生 5522年年150月月エ時 i2271生

品目 158 1日 22日 21日 14日

乳児検診日程表に
代
、え
て
受
領
証
で
お
波
し
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。



戸

み

ん

な

参

加

級
品

ぷ
一歩

J

付/匂
d

p

J

前
倒
物
品
納
入

s

e

h

ン

会

計
課
に
あ
り
ま
す。

ん

r

oof-M
成
人入
一を
祝
議
。
つ
ど
い
問

。
莞

積

参

加

願

の

祭

賞

は

が

き

u

r

一一
一じ
し心f

h
i
ペルへ
勤一労
ゾ青

ト抜
本
氷
山十0

・4

・…
0

・h
o
m
e
g
i
m提
出

…
…

お
年
玉
賞
湯
川
淵
換
・1

九

一

↓

!

?

年

ホ

|

ム

で

は

、

次

に

よ

青

少

年

ホ

l
ム

の

五

十

三
年
度
、
市

へ
物
口
開
納
入
を
希

一¥
¥

総
…一

滋
一
一
千
日
幽
総
滋

一

り

「
成
人
を
侃
つ

つ
ど

い

」

を

聞

き

ま

卓

球

室

を

一

般

開

放

望

さ

れ

る

皆

さ

ん

は

「

見

梢

参
加
願
」

お
年
玉

っ
き
年
賀
は
が
き
の
お
年
玉

一

す

。
当
日

は

、

同

ホ

!

ム

の

吹

奏

楽

団

ご

利

用

く

だ

さ

い

の

提

出

が

必

要

と

な

り

ま

す

の

で

、

次

く

じ

抽

選

会

は

、

一
月
十
五
日
に
行
わ

一
マ
ン
ド
リ
ン
、
合
唱
、
空
手
、
ダ

ン

ス

〈

午

後

一
時
か
ら
同
五
時
ま
で
〉

に

よ

り

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

れ
ま
し
た
。

齢

ク

ラ

ブ

が

参

加

し

て

楽

し

い

つ

ど

い

に

青

少

年

ホ

|

ム

で

は

、

冬

期

問

屋

外

提

出

期

限

1
一
一
月

一
日
か
ら
一一
月

二

十

当

選

番

号

は

、

全

固

め

郵

便

局

の

窓

ω慨
し

よ

う

と

、
ダ
ン
ス

パ
ー
テ

ィ
ー
な

ど

で

の

ス

ポ

ー

ツ

が

少

な

く

な

る

た

め

、

八

日

ま

で

。

口
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新

即
樹
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

親
子
同
伴
な
ど
で
卓
球
に
親
し
ん
で
い
提
出
先
き

l
市
役
所
一
階
会
計
課

(
窓

聞

な

ど

で

も

報

道

さ

れ

て

い

ま

す

。

崎

明

働

く

背

少

年

の

み

な

さ

ん

大

勢

参

加

た

だ

こ

う

と

、

寒

中

休

み

、

年

度

末

休

日

八

番

宮

@

四

一
O
O
内
線
三
九
二

お
年
玉
賞
口
聞
の
引
換
期
間
は
、

一
月

一

し

て、

友
情
を
深
め
、
楽
し
い

つ
ど

い

み

な

ど

に

勤

労

青
少
年
ホ

l
ム
の
卓
球

三
九

三

)

二

十
日
聞
か
ら
七
月
十
九
日
附
ま
で
で

一
に
し
ま
し
ょ
う

。

室

を

一
般

開

政

し

ま

す

の

で

、

皆

さ

ん

必

要

書

類

l
①

見

積

参

加

願

②

営

業

概

す

の

で

、
お
近
く
の
郵
便
局
で
お
早
目

だ

と

き

l
一
月
二
十
六
日
附
午
後
六
時

気

軽

に

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

要
調
書
③
事
業
経
歴
書
④

納

税

証

明

に

お

受

け

取

り

く

だ

さ

い
。

か
ら
同
九
時
ま
で
。

お
申
込
み
・
お
閉
会
せ

l
上
田
市
勤
労

書
(
事
業
税
、
市
町
村
民
税
、
固
定

今

回
か
ら
三
等
お
よ
び
四
等
の
賞
品

と
こ
ろ

1
上
出
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

背
少
年
ホ

l
ム

戸
上

回

公

園

内

宮

@

資

産

税

、
都
市
計
画
税
、
軽

自

動

車

引

換

え
は
、
ご
希
望
に
よ
り
年
賀
は
が

三
階
大
ホ

l
ル
旬

七

一
一
七
)

税
、
国
民
健
康
保
険
税
)

用

紙

は

き

の

く
じ
番
号
印
刷
部
分

の
切
り
取
り

主

司

t
e
t
f
t町
色
町

t市
t
町

teat町
t
f
z司
t町
t町
t町
t町
J
h
k
J
A
J
R
J
R
J
A
w
t町
t
k
J
A
w
-町
t
町

At町
t
町

twutkvt町
t
f
t
k
u
t可
'A町
trvdh町
4
A
n
t
faZ司
t
k
e
t町
t
市

tkvaeh町
t
f

A
J

ど

惣

れ

と

要

料

ま

と

活

赤

防

川

)

て

一

金

貸

/

な

子

山

E

F

川
U

脂

主

な

療

本

消

沈

し

山

お

お

堕

か

い

米

か

脱

お

壊

治

日

、
情

得

一

、

を

/

'

や

と

や

山山

um

て

決

る

り

包

習

一

7

1

-
K

井

、

ー

な

加眠

薬

、y

の

よ

C

7

・
を

一

と

全

-
-

べ

る

と

ま

災

同

桁

川

ー

の

し

当

法

町

な

資

川

、

+

け

き

創

判

河

ど

4
川

手

急

一

気

活

A
t

得

れ

似

や

ま

救

来

ど

ゃ

な

ま

参

の

数

一

病

倖
h

r・-4

習

倒

負

ー

さ

の

腸

な

路

市

れ

に

折

、

一

や

I

1
ノ

の

い

か

か

る

ど

周

囲門

布

嘩

急

さ

ム

Z

A

門

で

叩

故

て

を

法

具

人

よ

弘

前

、
角

故

想

習

し

一

事

き

1
4

.

急

家

め

仁

痢

処

薬

三

勝

予

講

法

加

司

ぬ

続

、ス

救

柚

労

災

F

急

山向

山

朋

婦

が

の

万

参

一

わ

手

邑

閉

ど

し〆一

大

火

ゐ

応

ず

う

め

滝

と

法

の

γ

一

恩

な

J
l
H

倫

る

よ

め
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め

す

う

建

や

る

救

止

習

o

z

簡

一

刊

の

牛

し

ま

引

た

ま

ヂ

た

師

な

う

う

請

う

一

A
U

口
開
発

り

η

食

ヲ
O

K
弓

λ

才

院

に

行

行

め

よ

噌

時

B
F
R

薬

か

れ
J

す

や

す

デ

は

燃

が

し

か

ど

し

一

な

=-HM

医

反

れ

ま

水

寸

、

、

)

り

間

社

ど

な

ま

一

要

柏

崎

急

地

綿

引

い

党

主

併

よ

よ

か

{

?

な

た

き

一

必

・
6

救

カ

ぎ

な

カ

と

包

し

γ
動

十

署

か

お

『

か

会

費

・

お

申

込

み

1
笹川
料

で
す
が
、

同
ホ
|
ム

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
宮
@
七
一
一
七

)

えつ一(引一一一附粁153~ 1月16H 広報

ときたら・・・

つ事業所ぐるみで加入しょ
=上田市勤労者互助会一

クラ、ソ

生活資金50万円、 住宅資金1000万円を融資

小規模事 業所(会 社 、T場 、

事務所 .病 院 、商底なと) / お勤めのみなさん

「上田市勤労 者庄助会 l加 入しましょう 。

労働組合のるい

同 互助 会 子は

各障の共済制 度 や し ク リエ ー

住 宅資令0)貸付 ~介を行い 、 会員の皆 さん

ししますし

活動

から 好評を 得 アいます b

内t-ある 同/=(JijJ会事務

局〆 .入会予-続 きなと気軽 ド ー相 談 <t・きし・。

(宮 @4100r-J線307@7363) 

トー出勤労 者福 hlセ/タ

に
代
え
て
受
領
証
で

お
渡
し
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

…瀦
桃
山
移
住
相
…
談
会
必
…
…

制限…八一一万

一川沿
開
催
問

国
際
協
力
事
業
団
が
、
次
に
よ
り
海

外
移
住
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、

海
外
移
住
を
お
考
え
の
人
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い

。
入
場
は
無
料
で
す
。

と

き

H
H
二
月
十
日
閥
、
午
後
六
時
か

ら
同
九
時
ま
で
。

と
こ
ろ

1
伊
那
市
大
字
伊
那
三
四
九
七

上
伊
那
地
方
事
務
所
制
会
議
室。

内

容

1
ブ
ラ
ジ
ル
、

カ
ナ
ダ
の

紹
介

映
画
と
移
住
相
談。

お
閉
会
せ

1
農
林
課
振
興
係

(
宮
@
四

一
O
O内
線
三
二
一
二
三
二
三
有
線

②

O
七
六
二

J
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従
業
員
の
福
祉
増
進
の
た
め
一
険

未
加
入
事
業
主
は
す
ぐ
一
則

口
、
，
:
}
一
雇

4
H
M

寸ノ
I
L
1
d
'
4
「
l
l

雇
用
保
険
は
、
従
業
員
が
失
業
し
た

と
き
の
生
活
の
安
定
と
再
就
職
の
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
経
済
や
雇
用
の
情

勢
に
応
じ
て
失
業
の
防
止
と
雇
用
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
従
来
の
失

業
保
険
を
発
展
的
に
解
消
し
て
五
十
年

か
ら
新
し
く
発
足
し
た
制
度
で
す
。

…

社

会

福

祉

事

業

に

一

ぅ
一
役
立
て
て
と
斎
藤
さ
ん
一

1
・

ヰ

一

斎

藤

勝

さ

ん

(

局

玉

県

)

か

ら

一

必
…
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
一

一
一
い
と
、
二
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
一

一
一
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
一

劃

一

ま

す

。

…

司
3
・M
悶

・

.

η
L
E
E
-

組
一
学
校
教
育
に
役
立
て
て
と
一

昭
和
…
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
…

一
一
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
小
・
一

一
…
中
学
校
の
特
殊
学
級
用
の
教
材
に
し
…

一
一
て
く
だ
さ
い
と
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
十
一

一
一
台
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
五
台
、
電
動
…

号
一
式
オ
ル
ガ

ン
二
台
を
ご
寄
付
い
た
だ
一

例
一
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
一

第

戸

す

。

日

え

日

こ
の
雇
用
保
険
は
、
従
業
員
を
一
人

以
上
雇
用
す
る
事
業
主
は
す

べ
て
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が

(
一
部

事
業
に
つ
い
て
は
当
分
の
間
任
意
加
入
)

ま
だ
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

小
規
模
事
業
所
が
相
当
あ
る
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

未
加
入
事
業
所
は
、
従
業
員
の
福
祉

増
進
を
図
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
各
種

の
後
助
を
受
け
る
た
め
に
も
、
早
速
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
は
、
上
回
公
共
職
業
安

定
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業

主
に
か
わ
う
て
労
働
保
険

(
雇
用
保
険

労
災
保
険
)
の
事
務
を
行
っ
て
い
る
労

働
保
険
事
務
組
合
で
も
行

っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
閉
会
せ

l
上
回
公
共
職
業
安
定
所

(
宮
@
六
三
六
三

)

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、

財
形
貯
蓄
を

し
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
財
形
住

宅
貸
付
の
申
込
み
を
二
月
二
十
八
日

閃
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
こ
利
用
く

だ
さ
lv

住
宅
金
融
公
庫
の
例
入
住
宅
貸
付
な

ど
と
あ
わ
せ
て
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

住
宅
が
完
成
す
る
ま
で
に
申
込
む
こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す
が
、
住
宅
完
成
が
三

月

1
五
月
の
予
定
の
皆
さ
ん
は
、
必
ず

二
月
二
十
八
日

ωま
で
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

融
資
額
H
H
財
形
貯
蓄
残
高
の
二
倍
。
た

だ
し
そ
の
額
が
一
千
万
円
を
超
、え
る

場
合
は
、
一
千
万
円
が
限
度
。

利

率

l
年
六
・
八
三
%
。

返
済
期
間

l
木
造
十
八
年
以
内
。
簡
易

耐
火
構
造
二
十
五
年
以
内
。
耐
火
構

造
三
十
五
年
以
内
。

お
問
合
せ

l
市
内
の
公
庫
業
務
取
扱
金

融
機
関
。
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
北

関
東
支
所

(
前
橋
市
宮
@
六
六
五
五
)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

弘、，
3
E
3
3
2
3
、，弘、，
2
f
3
、F

A

る

ど

寝

、

九

川

が

よ

な

就

よ

司

叫

に

物

に

し

叫

耐

火

い

も

ま

、

、

審

。

す

と

し

柑

恥

不

す

や

と

認

、

川

で

ま

え

る

確

d

v

地

い

燃

す

を

W

J

各

て

は

に

り

叫

川

内

し

に

う

ま

、

J

市

発

囲

よ

閉

ザ

州

、

多

周

い

戸

M

F

近

が

の

な

は

-w

内

田

京

市

ハ

{

永

か

に

し

w

f
i
{い
t
t恒
t
加
し

一
一
川
町
一
一
日
凝
縮
…
ム
話
題

J
…
総
娘
一
一
般
…
期
総
…
…
一
憲
一
一
…
…
…
一
一
躍

不
況
克
服
願
い

に
ぎ
わ

国
分
寺
恒
例
の
八
日
堂
縁
日
が
七
日

の
夜
か
ら
八
日
に
か
け
て
聞
か
れ
ま
し

た
。暖

冬
で
土
曜
日
、
日
曜
日
に
か
さ
な

っ
た
こ
と
と
、
長
期
化
し
た
不
況
を
受

け
て
か
、
例
年
に
な
い
人
出
と
な
り
昨

年
の
二
割
ま
し
の
十
二
万
人
の
人
出
で

大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

境
内
は
、
八
日
の
お
畳
す
ぎ
ま
で
人

人
、
人
の
波
に
う
ま
り
、
八
日
堂
の
縁

起
物
「
蘇
民
将
来
符
」
を
は
じ
め
、
ズ

ラ
リ
と
な
ら
ん
だ
「
ダ
ル
マ
」
が
と

ぶ

よ
う
に
売
れ
、
庶
民
の
不
況
克
服
の
願

い
が
か
な
り
高
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

つ

た
八
日
堂
縁
日

蘇民将来符や譲符(ごふ)もカ、なりの人気

70) 

89) 

28) 
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